
生活様式が大きく変わったＪＡや組合員の皆さまに贈る日本農業新聞

の読みどころ集です。「この１週間を振り返る」ため週刊でお届けします。
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第49回衆院選で自民党は公示前から議席を減らしましたが、単独で過半

数（233議席）を超え、国会を安定的に運営できる「絶対安定多数」（261議

席）を確保しました。 与党は米政策で2020年産在庫米の長期保管を支援

する対策を掲げました。一方で立憲民主党を中心に小選挙区で候補者を

一本化した野党は、戸別所得補償制度の復活や国による過剰米の買い入

れを掲げ、与党との対立軸を鮮明にしました。 （11/１付１面） 今週の記念日
★11月11日
「たくあんの日」
全国各地の漬
物協同組合、製
造業、卸売業な
どの団体で構
成される全日本
漬物協同組合
連合会が制定。
日本の漬物の
代表格であるた
くあんの需要拡
大を図ることが
目的。たくあん
漬けは天日干し
や塩漬けで水
分を抜いた大
根を漬けたもの。
日付は１１月１１
日という文字が、
たくあん用の大
根を並べてほし
てある様子に似
ていることから。

ＪＡ全中は第29回ＪＡ全国大会を東京都港区で開きました。「持続可能な

農業・地域共生の未来づくり」を主題に、2022年度から３年間の取り組み

方針を示した決議を採択。決議ではＪＡグループの10年後に目指す姿を

確認しました。地域農業の振興では多様な担い手に注目し、将来の担い

手を確保する「次世代総点検運動」や、中小・家族経営など既存の担い

手が営農を続けるための支援に力を入れます。 （10/30付１面）

＜日本記念日協会から＞
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日本農業新聞 東北支所 （編集担当記者） 高内 杏奈
毎晩今日の自分を振り返り、５年日記をつけています。今は３年目になりました。１，２年前
を読み返すと、ふるさと納税に迷っている様子。毎年東北を中心に各地の果物を選んでい
ます。読み進めると、ギリギリまで決められず、年末にワンストップ申請を速達（４００円）で
５カ所に送ってました。ふるさと納税の自己負担額は２０００円。２年連続、倍のお金をかけ
ていました。今年は今月中には選びたいものです。お勧めがあったら教えてください。

国立環境研究所や農研機構が参加する国際研

究チームは、今世紀末の世界の穀物収量が、温

暖化の影響で大幅に落ち込むとの予測を発表し

ました。トウモロコシは現在より収量が24％減、大

豆は２％減と、2014年の前回予測より大幅に下方

修正。一方、小麦は温暖化の影響で、18％増に

上方修正。影響が出る時期も大幅に早まる見込

みです。国立環境研究所は減収の影響は「世界

的にかなり大きい」とみています。 （11/2付１面）

宮城県大崎市は2021年産米の概算金

が大幅に下落したことを受け、22年産の

主食用米を生産する農業者や農業団体

に耕作面積10㌃当たり4000円を支援す

る方針を示しました。同市産業経済部農

林振興課課長は「世界農業遺産『大崎

耕土』で離農者を一人も出さないため」

と話しました。 （11/４付11面）

青森県今別町の依田啓夢さん

（26）は、県内唯一のイノシシ牧

場を経営しています。山梨県出

身で、青森県内の大学に進学。

地域振興にゼミで関わることに

なったことがきっかけで、牧場経

営者と知り合いました。大学卒

業後、青森への移住を決意し、

「奥津軽いのしし牧場」でアル

バイトを始め、牧場を継承しまし

た。 「お肉のニュージャンル」

をコンセプトに、販路拡大を目

指します。 （11/４付14面）


